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NY マーケットレポート（2017 年 8 月 23 日） 

 

NY 市場では、トランプ米大統領が、債務上限問題について、政府施設閉鎖もいとわないとの考えを示したことや、NAFTA（北米自由貿

易協定）脱退の可能性に言及したことが引き続き材料視され、ドルは主要通貨に対して軟調な動きとなった。 

また、米新築住宅販売件数が市場予想を下回り、3 ヵ月ぶりの減少となったことも影響した。そして、米株価や国債利回りが低下したこと

も加わり、円が買われる動きとなったことから、クロス円も上値の重い動きとなった。 

その後、25日に予定されている米ジャクソンホールでの FRB議長やドラギ ECB総裁の講演内容などを見極めたいとのムードも強く、限

定的な動きが続いた。終盤には、朝鮮中央通信が、米韓軍事演習を非難する声明を発表したことが影響し、ドル円・クロス円は軟調な動

きとなる場面もあった。 

 

 

出所：SBILM 
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NY 市場レポート 
 

20：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

米 MBA 住宅ローン申請指数（前週比） -0.5％（前回 0.1%） 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

22：45 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

8 月マークイット米国製造業 PMI 52.5（予想 53.5・前回 53.3） 

 

8 月マークイット米国サービス業 PMI 56.9（予想 55.0・前回 54.7） 

 

 

出所：Bloomberg 
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出所：Bloomberg 

 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

7 月米新築住宅販売件数 57.1 万件（予想 61.0 万件・前回 63.0 万件） 

前回発表の 61.0 万件から 63.0 万件に修正 

 

7 月新築住宅販売件数（前月比） -9.4％（予想 0.0%・前回 1.9%） 

前回発表の 0.8％から 1.9％に修正 

 

 

出所：Bloomberg 
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経済指標データ 

≪新築住宅販売≫ 

        7 月・・ 6 月・・5月・・ 4 月・・3月・・ 2 月 

販売戸数・・・・57.1・・63.0・・61.8・・59.0・・63.8・・61.5 

前月比（％）・・ -9.4・・ 1.9・・ 4.7・・-7.5・・ 3.7・・ 2.7 

                          （万件）  

        7 月・・ 6 月・・5月・・ 4 月・・3月・・ 2 月 

北東部・・・・・ 3.2・・ 4.2・・ 4.1・・ 3.8・・ 4.0・・ 3.4 

中西部・・・・・ 6.9・・ 6.5・・ 6.4・・ 7.3・・ 8.4・・ 8.6 

南部・・・・・・32.6・・34.0・・35.6・・33.1・・33.6・・33.6 

西部・・・・・・14.4・・18.3・・15.7・・14.8・・17.8・・15.9 

                              （万件）  

≪ 経済指標のポイント ≫ 

 

7 月の米新築住宅販売件数は、年率換算で前月比-9.4％の 57.1 万件となり、3 ヵ月ぶりの減少となった。前年比でも-8.9％となった。

市場の住宅在庫は、前月比+1.5％の 27.6 万件となり、2009 年 6 月以来 8 年 1 ヵ月ぶりの高水準となった。販売に対する在庫率は 5.8

ヵ月と前月から 0.6 ヵ月上昇となり、適正水準とされる 6.0 ヵ月を引き続き下回った。地域別では、最大市場の南部が-4.1％、北東部

が 23.8％、西部が-2.13％、中西部は+6.2％となった。販売物件の中間価格は、前月比+0.7％の 31万 3700 ドル、平均価格は前月比+0.3％

の 37 万 1200 ドル。 

 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

8 月欧州消費者信頼感 -1.5（予想 -1.8・前回 -1.7） 

 

 

出所：Bloomberg 

 

指標結果データ 

≪ユーロ圏消費者信頼感指数≫ 

               8 月・・ 7 月・・6月・・ 5 月・・4月 

ユーロ圏消費者信頼感指数・・-1.5・・-1.7・・-1.3・・-3.3・・-3.6 

EU 消費者信頼感指数・・・・・-2.3・・-2.3・・-2.2・・-3.3・・-3.4 
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23：30 

≪EIA 米在庫統計≫ 

 

原油在庫・・・・333 万バレル減少 

ガソリン在庫・・122 万バレル減少 

留出油在庫・・・2.8 万バレル増加 

クッシングの原油在庫・・50.3 万バレル減少 

 

 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場はまちまちの結果となった。広告大手の売り上げ見通しの下方修正が嫌気され、欧州企業の業績先行き警戒感から積極的

な買いが手控えられ、独 DAX 指数は下落した。一方、英 FT100 指数は終盤にプラス圏まで戻し、小幅高となった。  

 

 
出所：Bloomberg 

 

 

2：30 

朝鮮中央通信 

 

・「北朝鮮、米韓軍事演習を非難」 

・「北朝鮮､英・豪に米国の火遊びに参加するなと警告」 

 

 

2：45 

≪ 要人発言 ≫ 

カプラン・ダラス連銀総裁 

 

・「米国の高債務は将来の成長にとって障害」 

・「年内に追加利上げをしたいとは言っていない」 

・「バランスシート縮小は近く始めるべきだ」 
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≪ NY 原油市場 ≫ 

NY 原油は、中心限月が前日比 0.58 ドル高の 1バレル＝48.41 ドルで取引を終了した。 

 

NY 原油は、米石油統計で、原油在庫が 8週連続で減少したことから需給引き締まりへの期待が高まり、買いが優勢となった。また、熱

帯低気圧の影響で、石油関連施設の操業に支障が出るとの懸念も押し上げ要因となった。   

 

 
出所：Bloomberg 

 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、トランプ米大統領が演説で、債務上限問題に絡む政府施設の閉鎖や、NAFTA（北米自由貿易協定）脱退の可能性に言及し

たことが嫌気され、主要株価は序盤から軟調な動きが続いた。ダウ平均株価は、序盤に前日比 91 ドル安まで下落し、その後下げ幅を縮

小する動きが見られたものの、終盤まで上値の重い動きが続いた。 

 

 

出所：Bloomberg 
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≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、トランプ米大統領が債務上限問題に絡む政府施設の閉鎖や、NAFTA 脱退の可能性に言及したことが材料視され、ドル

は主要通貨に対して軟調な動きとなった。また、株価や国債利回りが低下したことも影響し、クロス円も上値の重い動きとなった。 

ただ、25 日に予定されている米ジャクソンホールでのイエレン FRB 議長やドラギ ECB 総裁による講演内容を見極めたいとのムードも強

く、値動きは限定的だった。 

 

 

出所：Bloomberg 
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